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管
内
で
は
新
た
に
農
業
に
参
入
す
る

人
が
毎
年
20
名
と
、
令
和
元
年
か
ら
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
産
地
の
高
齢
化

が
加
速
す
る
中
、
よ
り
多
く
の
担
い
手

を
育
成
す
る
こ
と
は
地
域
農
業
の
維
持

発
展
の
た
め
に
必
要
で
す
。

　

令
和
６
年
７
月
８
日
に
、
新
規
参
入

者
が
直
面
す
る
課
題
で
あ
る
、
農
地
の

確
保
や
営
農
技
術
の
習
得
、
地
域
と
の

繋
が
り
方
な
ど
の
解
決
に
向
け
、
千
葉

地
域
新
規
参
入
者
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
ま
つ
な
を
中
心
に
栽
培
し
、

就
農
14
年
目
に
な
る
経
営
者
を
講
師
に

迎
え
、
就
農
時
の
苦
労
や
経
営
発
展
に

向
け
た
取
組
み
等
の
経
験
に
つ
い
て
講

演
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ほ
場
を

視
察
し
、
栽
培
の
工
夫
、
雇
用
導
入
の

タ
イ
ミ
ン
グ
や
販
路
開
拓
な
ど
、
経
営

の
発
展
段
階
に
よ
り
推
移
す
る
課
題
を

解
決
し
て
き
た
方
法
に
つ
い
て
参
加
者

と
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　

農
業
事
務
所
で
は
、
今
後
も
関
係
機

関
と
連
携
し
、
新
規
参
入
者
の
経
営
発

展
と
地
域
で
の
定
着
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。
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令
和
５
年
度
は
、
千
葉
地
域
か
ら

農
業
士
２
名
が
知
事
か
ら
認
証
さ
れ

ま
し
た
。
農
業
士
は
、
地
域
農
業
の

担
い
手
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
農
業
青

年
の
相
談
相
手
と
な
り
、
共
に
地
域

を
盛
り
上
げ
る
役
割
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

織
戸　

淳
也
氏
（
習
志
野
市
）

　

習
志
野
市
で
施
設
野
菜
と
露
地
野

菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
夏
は
ト
マ

ト
・
ズ
ッ
キ
ー
ニ
・
え
だ
ま
め
・
と

う
も
ろ
こ
し
を
、
秋
は
落
花
生
・
ほ

う
れ
ん
そ
う
・
こ
ま
つ
な
を
、
冬
か

ら
春
は
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
・
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
・
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。
年
間
を
通
し
て
収
入
が
得

ら
れ
る
よ
う
消
費
動
向
を
把
握
し
品

揃
え
し
て
い
ま
す
。

牧
野　

大
地
氏
（
市
原
市
）

　

市
原
市
で
酪
農
を
営
ん
で
い
ま

す
。
性
判
別
精
液
の
利
用
や
乳
牛
の

ゲ
ノ
ム
解
析
に
取
り
組
み
、
将
来
の

乳
量
や
乳
成
分
、
繁
殖
成
績
を
予
測

す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
「
市
原
市
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
改
良
同
志
会
」
に
所
属
し
、
牛
群

の
育
種
改
良
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

　

お
二
人
の
一
層
の
御
活
躍
を
期
待

し
ま
す
。

「
み
ど
り
認
定
」
と
は
、
令
和
４

年
７
月
に
施
行
さ
れ
た
「
み
ど
り
の

食
料
シ
ス
テ
ム
法
」
に
基
づ
き
、

「
環
境
負
荷
低
減
」
を
図
る
た
め
の

事
業
活
動
に
取
り
組
む
「
計
画
」
を

認
定
す
る
制
度
で
す
。

【
対
象
と
な
る
取
組
例
】

　

①
土
づ
く
り
、
化
学
肥
料
・
化
学

農
薬
の
使
用
低
減
の
一
体
的
な
取
組

（
ち
ば
エ
コ
農
業
や
有
機
農
業
、
エ

コ
フ
ァ
ー
マ
ー
等
の
取
組
）
、
②
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の
削
減
（
水

田
の
秋
耕
、
施
設
栽
培
で
の
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
等
の
省
エ
ネ
機
器
の
導
入

等
）
、
③
そ
の
他
（
バ
イ
オ
炭
の
農

地
へ
の
施
用
、
生
分
解
性
マ
ル
チ
の

使
用
等
）
。

【
認
定
を
受
け
る
メ
リ
ッ
ト
】

　

①
国
が
指
定
す
る
化
学
肥
料
・
化

学
農
薬
の
使
用
低
減
に
必
要
と
な
る

設
備
を
導
入
し
た
場
合
に
所
得
税
・

法
人
税
に
対
す
る
優
遇
措
置
（
た
だ

し
、
計
画
認
定
前
の
設
備
取
得
は
優

遇
対
象
外
と
な
る
た
め
注
意
）
、
②

一
部
の
国
庫
補
助
金
に
お
け
る
採
択

の
優
遇
措
置
、
③
日
本
政
策
金
融
公

庫
の
無
利
子
融
資
の
貸
付
け
。

【
申
請
方
法
】

　

企
画
振
興
課
宛
て
に
申
請
書
を
御

提
出
下
さ
い
（
今
年
度
中
の
認
定
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
令
和
７
年
２

月
28
日
ま
で
）
。
申
請
書
は
県
の
Ｈ

Ｐ
か
ら
入
手
で
き
、
記
入
例
も
掲
載

し
て
い
ま
す
（
「
千
葉
県　

み
ど
り

の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
」
と
検
索
）
。

ま
た
、
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
活
動
に

取
り
組
む
場
合
は
、
「
土
壌
診
断
結

果
」
が
必
要
で
す
。

　

御
不
明
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
企

画
振
興
課
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
０
４
３
ー
３
０
０
ー
１
９
８
５
）

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
に
取
り

組
ん
で
「
み
ど
り
認
定
」
を
受

け
て
み
ま
せ
ん
か
？

こまつな栽培ほ場での意見交換 自身の課題について発言する新規参入者

令
和
５
年
度
千
葉
県
農
業
士

新
規
認
証
者
の
紹
介

県HPはこちら
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安
藤
哲
也
さ
ん
は
市
原
市
郡
本
で

１
０
０
品
種
以
上
の
野
菜
苗
を
中
心

に
、
ね
ぎ
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
こ
ま
つ

な
等
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
平
成
19
年

に
千
葉
県
農
業
士
に
認
証
さ
れ
、
若
手

農
業
者
の
技
術
向
上
に
力
を
入
れ
る
な

ど
、
地
域
農
業
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

【
雇
用
を
活
用
し
た
経
営
拡
大
】

　

就
農
３
年
目
に
雇
用
を
導
入
し
、
苗

生
産
の
繁
忙
期
に
人
手
を
確
保
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
周
年
雇
用
を
維

持
す
る
た
め
、
苗
生
産
以
外
の
時
期
に

も
野
菜
生
産
に
取
り
組
み
、
経
営
規
模

が
拡
大
し
ま
し
た
。
今
で
は
直
売
所
や

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
個
人
農
家
、
農
協

に
野
菜
苗
を
出
荷
す
る
ほ
か
、
ス
ー

パ
ー
及
び
学
校
給
食
に
野
菜
を
出
荷
し

て
い
ま
す
。

【
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
】

　

野
菜
苗
販
売
で
培
っ
た
農
家
同
士
の

繋
が
り
を
生
か
し
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
生

産
者
を
対
象
と
し
た
勉
強
会
を
関
係
機

関
と
連
携
し
て
開
催
し
、
地
域
全
体
の

栽
培
技
術
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

【
今
後
に
つ
い
て
】

　

安
藤
さ
ん
は
、
「
苗
販
売
後
、
本
ぽ

で
の
野
菜
栽
培
が
う
ま
く
い
っ
て
ほ
し

い
。
そ
の
た
め
に
は
栽
培
技
術
の
向
上

に
向
け
た
情
報
発
信
が
重
要
。
」
と
話

さ
れ
ま
す
。
今
年
度
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

の
栽
培
モ
ニ
タ
ー
を
市
内
の
農
家
か
ら

募
り
、
生
育
調
査
と
相
互
巡
回
を
行

い
、
情
報
発
信
す
る
こ
と
を
計
画
中
で

す
。

　

石
井
一
也
さ
ん
は
千
葉
市
緑
区
で
水

稲
、
露
地
野
菜
、
果
樹
等
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。
千
葉
県
立
農
業
大
学
校
卒
業

後
、
17
代
続
く
農
家
の
後
継
者
と
し

て
、
22
歳
で
就
農
し
、
令
和
３
年
に
千

葉
県
農
業
士
に
認
証
さ
れ
ま
し
た
。

 
 

【
経
営
の
安
定
化
を
目
指
し
て
】

　

水
稲
の
耕
作
者
が
減
少
す
る
中
で
、

集
落
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
運
営
の
構
成

員
と
な
り
、
農
業
機
械
の
操
作
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
露
地
野
菜
や
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
、
さ
つ
ま
い
も
苗
等
、
複
数
の
品

目
を
栽
培
し
、
リ
ス
ク
分
散
を
し
な
が

ら
経
営
の
安
定
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

他
に
も
、
10
年
ほ
ど
前
ま
で
花
き
を
栽

培
し
て
い
た
ハ
ウ
ス
を
使
用
し
、
レ
モ

ン
の
栽
培
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、

消
費
者
に
近
い
立
地
を
生
か
し
、
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
や
露
地
野
菜
を
Ｊ
Ａ
の
直

売
所
や
ス
ー
パ
ー
の
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で

販
売
し
て
い
ま
す
。

【
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】

　

農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
を
修
了

し
た
若
手
農
業
者
で
設
立
し
た
「
温

Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
」
や
、
農
業
委
員
と
し
て
の

活
動
を
通
し
て
、
地
域
の
農
家
と
幅
広

い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、
経
営
に
生

か
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
規
就
農
者

の
相
談
対
応
や
助
言
を
し
た
り
、
機
械

作
業
を
一
緒
に
行
う
等
、
地
域
の
担
い

手
育
成
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。　

【
今
後
に
つ
い
て
】

　

「
自
分
が
就
農
し
た
時
に
は
周
囲
の

農
家
に
助
け
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
か

ら
は
、
自
分
が
新
規
就
農
者
を
支
援

し
、
地
域
農
業
を
支
え
て
き
た
い
。
」

と
活
躍
中
で
す
。

将来は観光農園に取り組みたい
と語る石井一也さん

図１　循環扇の設置　
良い例・悪い例
(出典　農業いばらき )
風が次のファン、ハウ
ス外に届いていない

育苗ハウスで語る
安藤哲也さん

　

開
花
時
期
よ
り
前
に
切
り
枝
を
育
苗

器
で
加
温
す
る
こ
と
で
梨
の
花
粉
を
確

保
す
る
技
術
に
つ
い
て
、
市
原
市
で
実

証
を
行
い
ま
し
た
。
十
分
な
量
の
花
粉

を
採
取
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
実
証
試
験
で
分
か
っ
た
こ
と
を

紹
介
し
ま
す
。

【
光
が
必
要
】

　

育
苗
器
で
加
温
す
る
と
、
暗
条
件
が

続
き
ま
す
。
こ
の
条
件
で
加
温
し
て
生

育
さ
せ
る
と
、
花
、
葉
が
着
色
せ
ず
貧

弱
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
光
源
を
用

意
す
る
、
光
が
当
た
る
場
所
で
加
温
す

る
と
い
っ
た
対
策
が
必
要
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

【
鮮
度
保
持
剤
が
必
須
】

　

長
期
間
育
苗
器
に
入
れ
て
お
く
と
２

〜
３
日
程
度
で
水
が
腐
り
ま
す
。
水
の

交
換
で
の
対
応
も
試
み
ま
し
た
が
、
水

質
悪
化
は
防
げ
ま
せ
ん
で
し
た
。
切
り

花
用
の
鮮
度
保
持
剤
が
必
須
と
な
り
ま

す
。

【
枝
の
ま
と
め
方
】

　

枝
の
太
さ
に
よ
っ
て
開
花
時
期
が
変

わ
り
ま
す
。
太
い
枝
は
開
花
が
遅
く
、

細
い
枝
は
先
端
し
か
開
花
し
な
い
た

め
、
中
庸
な
枝
を
中
心
に
採
取
し
、
同

程
度
の
枝
を
ひ
と
ま
と
め
と
し
て
加
温

す
る
こ
と
が
開
花
を
揃
え
る
た
め
に
重

要
で
す
。

　

上
記
に
加
え
、
低
温
の
遭
遇
時
間
や

樹
齢
、
樹
勢
の
影
響
で
開
花
程
度
が
異

な
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

施
設
園
芸
で
の
高
温
対
策
で
は
、

「
換
気
」
、
「
遮
光
」
、
「
冷
却
」
の

３
つ
の
項
目
が
重
要
で
す
。
単
独
で
は

な
く
、
導
入
可
能
な
対
策
を
複
数
組
み

合
わ
せ
、
効
率
的
に
ハ
ウ
ス
内
気
温
を

低
下
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

【
換
気
】

　

暖
か
い
空
気
は
ハ
ウ
ス
上
部
に
溜
ま

り
や
す
い
た
め
、
側
窓
換
気
よ
り
高
い

部
分
で
高
温
障
害
が
起
き
や
す
い
で

す
。
そ
の
た
め
、
肩
換
気
や
天
窓
換
気

が
効
果
的
で
す
。
ま
た
、
循
環
扇
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
ハ
ウ
ス
内
の
熱
気
を

外
へ
排
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
循

環
扇
を
設
置
す
る
際
は
、
性
能
に
応
じ

た
台
数
の
設
置
や
位
置
が
大
切
で
す

（
図
１
）
。

【
遮
光
】

　

遮
光
ネ
ッ
ト
が
よ
く
導
入
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
ネ
ッ
ト
資
材
以
外
に
も
ハ
ウ

ス
の
屋
根
に
直
接
塗
る
塗
布
剤
も
あ
り

ま
す
。
遮
光
率
が
高
い
と
光
の
透
過
率

が
低
く
な
り
、
気
温
上
昇
は
抑
え
ら
れ

ま
す
が
、
光
合
成
に
必
要
な
光
が
ハ
ウ

ス
内
に
入
ら
ず
、
徒
長
や
生
育
不
良
の

原
因
に
な
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

【
冷
却
】

　

ハ
ウ
ス
内
を
冷
却
す
る
に
は
、
冷
房

と
暖
房
の
両
方
の
機
能
を
持
つ
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
、
水
の
気
化
熱
を
利
用
し
て
ハ

ウ
ス
内
温
度
を
下
げ
る
細
霧
冷
房
や
、

パ
ッ
ト
＆
フ
ァ
ン
が
あ
り
ま
す
。
気
化

熱
は
、
乾
燥
し
た
空
気
で
気
温
を
下
げ

る
効
果
が
大
き
く
、
湿
度
が
高
く
て
気

温
の
高
い
日
は
効
果
が
小
さ
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
湿
度
が
上
が
る
た
め
、
病

害
に
注
意
が
必
要
で
す
。
導
入
に
は
経

費
が
か
か
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

を
理
解
し
て
導
入
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

同時間加温後の枝
の太さ別開花状況

梨
の
切
り
枝
加
温
に
よ
る

　

花
粉
採
取
技
術
の
課
題
と
改
善
策

梨
の
切
り
枝
加
温
に
よ
る

　

花
粉
採
取
技
術
の
課
題
と
改
善
策

施
設
園
芸
の
高
温
対
策

施
設
園
芸
の
高
温
対
策

地
域
農
業
の
発
展
に
貢
献
す
る

地
域
農
業
の
発
展
に
貢
献
す
る

〜
市
原
市

〜
市
原
市 

安
藤
安
藤 

哲
也
さ
ん
〜

哲
也
さ
ん
〜

地
域
農
業
の
発
展
に
貢
献
す
る

〜
市
原
市
安
藤
哲
也
さ
ん
〜

集
落
の
中
心
的
な
担
い
手
と
し
て

集
落
の
中
心
的
な
担
い
手
と
し
て

〜
千
葉
市

〜
千
葉
市 

石
井
石
井 

一
也
さ
ん
〜

一
也
さ
ん
〜

集
落
の
中
心
的
な
担
い
手
と
し
て

〜
千
葉
市
石
井
一
也
さ
ん
〜

育苗器で開花
させた花

育苗ハウスで語る

将来は観光農園に取り組みたい


